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               審   査   の   要   旨 
 
 本学位論文は土壌の理化学性および生物性の改善効果を持つと期待されるバイオ炭の中で、未利用バイオ
マスである籾殻を炭化した籾殻くん炭を水田に還元利用することで、Si質肥料としての働きから水稲生育を活
性化させ、バイオマス生産量を増加させることに加え、堆肥並の多量投与であっても収量を低下させることな
く温室効果ガスの排出を低く抑えたまま土壌炭素貯留を促進することから、地球温暖化の緩和にも大きく貢献
できる技術であることを明らかにした。本研究の結果、古くから小規模で利用されてきた籾殻くん炭を水田に
投与する利点が明らかとなり、カントリーエレベータを中心に玄米生産が行われている日本の現状を活用する
ことで、地域全体として地球温暖化の緩和にも貢献できる資源循環型の持続可能な水稲生産が可能となること
を明らかにした点で、行政的な影響も大きく、21世紀の持続可能な農業生産技術として高く評価できるもので
ある。 
平成28年1月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
